
【情報デザイン】 新しいTシャツのデザイン、体験デザインとフィードバック①

「Tシャツをとおした新しい体験をデザインする」をテーマに、 3人1組のグループでコンテンツ制作を行った。これまでの情報デザ
インの授業では、制作物に対して教員がフィードバックして改善することが多かった。より実践的な学びにするため、オリジナルウ
ェア制作会社の方に協力いただき、企画の立案から制作・評価・改善を、生徒・企業の方・教員の3者で行った。

【知・技】 これまでに学んだ情報デザインに関する知識及び技術を身に付けている。
【思・判・表】 地域や社会における具体的な課題を発見し、Tシャツをとおした体験で創造的に解決できる。
【主】 メディアの特性を活かした情報デザインを探究し、課題の解決に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

評価規準

学習指導と学習評価の工夫・改善点の概要 【千葉県立柏の葉高等学校】

主体的・対話的で深い学びを実現する実践的・体験的な学び

手法・構成・活用に関する課題の発見 効果的な伝達方法の検討体系的・系統的理解及び関連技術の習得
配色やレイアウト、書体などのデザインに関する知識
や、情報伝達やコミュニケーション、情報の科学的な
理解に関する知識の習得

情報デザインに関する課題を、フィールドワーク
やさまざまな作品制作をとおして学ぶ

制作した作品を相互評価し、対
象のユーザにテストするなどさらに
質を高める活動

知財教育

情報デザインに関する基礎・基本の学び

「Tシャツの新しい体験」デザインのための
現場の視察 ・ インタビュー

より実践的で質の高い学習内容へ
身の回りのアイデアが知的財産権として保護されていることや、権利として活用されていることを学び、アイデアを創造する
尊さを実感する活動

＋PLUS！

1
年
間
の
学
び
の
流
れ

新しいTシャツ体験のデザイン制作開始！

オリジナルウェア制作の現場を視察し、そこで働いている方にインタビューをしながら、グル
ープで練ったアイデアをさらにブラッシュアップしていく

制作会社の方に意見をいただきながら、制作及び改善を重ねる。さらに、成果物の趣旨を
説明するための解説ポスターを制作した



【情報デザイン】 新しいTシャツのデザイン、体験デザインとフィードバック①

成果物の解説ポスター

オリジナルウェア制作現場への視察
茨城県つくば市にあるオリジナルウェア制作会社さんに訪問し、オリジナルウェ
アの製造過程や、シルクスクリーンの技法について教えていただいた。また、そ
の際に「Tシャツの新しい可能性」についてディスカッションした。

授業選択者全員でアイデアを膨らますブレーンストーミングを行った。また、こ
のTシャツを着たことで得られる体験のストーリーをイメージするために、4コマ
漫画を作成した。この4コマ漫画をもとに、オリジナルウェア制作会社の方と
再度ディスカッションを行い、企画をブラッシュアップした。

体験デザインの企画立案

「アプリとTシャツと共に47都道府県を巡るTシャツ」や、「マ
ーカーを専用アプリでかざすと自分のアバターが現れるTシャ
ツ」など、それぞれのグループの成果物は、情報技術を活用
してTシャツの機能を拡張するものがほとんどであった。企業
の方とディスカッションを重ねることで、新しい視点でのアイデ
アをカタチにすることができ、生徒が責任感を持って楽しみ
ながら制作している姿が印象に残っている。
課題として、アプリケーション制作まで行う時間を割けなかっ
たことが挙げられる。また、企業の方や担当の教員に負担
のかからない継続可能な仕組みづくりが課題である。

Tシャツに印刷する際はシルクスクリーン技法を用いた。また、
アプリケーションはモックアップであり、実際に開発までは行っ
ていない。ポスターはAdobe Illustratorを使用した。

成果物の制作について

成果と課題



本事例のポイント解説

 生徒・企業の方々・教員の３者で取り組む協働学習
 より実践的でより学習を深めることができる

 成果と課題
 学習内容と社会が繋がっていることを実感できる
 責任感を持ちつつ、楽しみながら制作している様子がうかがえた

千葉県教育委員会

情報デザイン「Tシャツをとおした新しい体験」のデザイン
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